
 
 
 
 
 
 
 
  本事業では、学習指導要領が目指す授業づくりを推し進めるとともに、日常的に授業研究に取り組む風土づくりを 

行い、自ら学び続け、共に高め合う教員を育成することを目指します。 

 国語科のコンセプトは、資質・能力の育成に向けた①言葉による見方・考え方を働かせる明示的指導の工夫、②子どもが

学びの主体となる言語活動の創意工夫です。今回は、安田町立安田小学校での学びの様子をお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図書資料を読んで、内容や 

言葉の意味が分かりにくい 

児童は、パラスポーツの 

動画を見ることで、資料の 

読み取りの理解につなげて 

いた。 

国語 授業づくり講座    

In 安田町立安田小学校 

教材研究会 ８月 31 日 

授業をアップデート！ 
生きて働く学びを創る！ 

令和５年度「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト ～いつでも どこでも 誰でもが学べる場へ～ 授業研究会 10 月 13 日 

東部管内の  
講座情報 

学年：第３学年 
単元名：「パラリンピックについて調べよう」 
学習材：「パラリンピックが目指すもの」（東京書籍） 
重点指導事項：C 読むこと 

（１）ウ 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。 
言語活動：２年生に伝えるために、自分の伝えたいパラリンピックスポーツについて要約し、 

解説文とクイズを作成する。 

 
 

指導・助言 文部科学省 国立教育政策研究所 大塚 健太郎 教科調査官 

令和５年 12 月発行 
東部教育事務所 

       ・ 
 
・本時において、要約する箇所の「大事 

な文」とはどのようなところかを捉え 
ることが必要ではないか。 

・言語活動が付けたい力に合っている 
のか。言語活動を見直す必要があるの 
ではないか。 

・「パラリンピック」について、３年生 
が伝えたいと思ったり、２年生が読み 
たいと思ったりできるような工夫等が 
必要ではないのか。 

模擬授業後の協議より 

教材研究会を受けて変更した点 

・付けたい資質・能力との 

関係を捉え直し、言語活動 

を「自分の選んだパラリン 

ピックスポーツのカード 

を作成しよう」に変更した。 

また、単元の指導計画も見 

直し修正を行った。 

・本時を６時間目に変更した。 

授業者 
間城 和哉 教諭 

 

○単元で取り上げる指導事項の確認  
国語科は、指導事項を２年間（低・中・高）で身に付けることになっている。また、１年

間に同じ指導事項が何回か出てくる。そのため、年間指導計画で、本単元で学習する指導事
項がどの学期にあたるのか、また何回目なのかを把握しておくことが大切である。そして、
指導事項の中の何に軸足を置き、今回の単元を学習するのか確認したうえで単元づくりを
行っていくことが重要である。今回であれば、要約することは児童にとって初めてのことな
ので、指導事項のどこまでを身に付けさせるのか、また、次の単元や次学年ではどうつなげ
るのかについて螺旋的・反復的に計画を考えていく必要がある。 

○児童が主体的に取り組みたくなる課題 
教師がやりたい、教師がやらせたい課題ではなく、児童が本当にやりたいと思え

る課題となっているのかについて考える必要がある。場合によっては、児童にどのよ

うなことをしたいか、どのような伝え方をしたいか等を聞いてみることも考えられる。

また、他教科等での取組を視野に入れて課題を考えていくことも大切である。 
 

○付けたい資質・能力が達成された児童の姿を明確にもつ 
学習指導要領に示されている指導事項が具体的に児童のどのような姿で 

あるのかを明確にしておく。本単元ならば、目的を意識したうえで、中心と 
なるのはどの言葉や文になるのかを想定しておき、１人１人が要約できるの
か、ということを把握しておくことが大切である。 

どのように修正したかを説明
した。 

前時で線を引いた箇所から、中心と
なる言葉や文章を選び内容をワーク
シートに要約していた。 

～参加者リフレクションより～ 

○付けたい資質・能力を児童の姿で明確にし、その姿が達成される授業にするために、児童の意識の中に明確な視点（目指す

もの）をもたせることが大切だと思った。 

○内容ベイスの授業づくりから脱却し、資質・能力ベイスの授業づくりができるようにする。そのためにも、学習指導要領の 

内容をしっかり把握するとともに、児童の実態に応じ、かつ児童のエネルギーが持続する単元を設計できるように研究に 

励みたい。                  

○単元づくりや授業のポイントを校内に伝達することで、自分の授業はもちろん、学校全体の取組の質を高められるように 

していきたい。 

本時 

学校提案 

本時の目標：自分の選んだパラスポーツについて、必要な言葉や文を選んで要約することができる。 

個人思考 
同じパラスポーツを 

選んだグループでの話合い 中間指導 

発表の視点を共有することで、要約す
ることができていない児童への手立
てとなっていた。 

１人１台端末の活用 

各校で取り組んでいただきたいこと 

・資質・能力が身に付いた単元末の児童の姿 

を具体的にもったうえで単元づくりを行う。 

・言語活動を考える際に、付けたい資質・能力 

が本当に身に付くのかについて、検討したり 

吟味したりする。 

 

８月31日教材研究会講話より 

それぞれが要約したものが違ってい
たので、資料に戻り、中心となる言葉
や文章についての見直しをしていた。 

言葉による見方・考え方を働かせる 
 中心となる言葉や文章を捉え、要約してまとめると

きには、書かれている文章からどの言葉や文が必要か、

その言葉や文で相手に伝わるのかということを常に目

的（本単元では自分の選んだパラスポーツのルールや歴

史等）に戻って児童に考えさせることが大切です。 


